
平
安
時
代
後
半
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法

-
　
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
に
関
わ
る
用
字
法
の
差
異
に
つ
い
て
　
-

は
じ
め
に

日
本
人
の
作
成
に
か
か
る
と
こ
ろ
の
「
和
化
漢
文
」
と
称
さ
れ
る
文
章
に
は
、

公
家
日
記
・
説
話
・
往
生
伝
・
古
往
来
な
ど
、
様
々
な
種
類
の
文
章
が
含
ま
れ

て
い
る
。
従
来
の
和
化
漢
文
研
究
は
、
和
化
漢
文
資
料
を
一
文
章
群
と
し
て
ひ

と
ま
と
ま
り
に
し
、
そ
こ
に
何
ら
か
の
和
化
漢
文
特
有
の
共
通
事
象
を
兄
い
だ

そ
う
と
す
る
方
向
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
個
々
の
資
料

問
に
存
す
る
差
異
は
捨
象
さ
れ
、
そ
の
差
異
が
和
化
漢
文
資
料
全
体
で
は
ど
の

よ
う
に
見
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
の
差
異
は
何
を
背
景
と
し
て
存
在
す
る
の

か
、
と
い
う
問
題
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思

(
1
)

わ
れ
る
。
ま
た
、
和
化
漢
文
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
資
料

は
公
家
日
記
で
あ
る
古
記
録
が
中
心
で
あ
っ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
、
古
記
銀

以
外
の
資
料
を
対
象
と
し
た
も
の
は
少
な
く
、
古
記
録
と
そ
の
他
の
和
化
漢
文

資
料
と
の
違
い
、
和
化
漠
文
全
体
の
中
で
の
個
々
の
文
章
の
位
置
づ
け
と
い
っ

磯

　

貝

　

淳

　

一

た
問
題
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
以
上
の
観
点
か
ら
、

本
稿
で
は
、
平
安
時
代
後
半
期
に
成
立
し
た
和
化
漢
文
資
料
を
対
象
と
し
て
、

「
資
料
に
よ
る
用
字
法
の
違
い
」
　
に
注
目
し
、
そ
の
用
字
法
の
差
異
の
背
景
を

考
え
る
こ
と
と
す
る
。

当
該
期
の
和
化
漢
文
資
料
で
は
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
疑
問
表
現

に
お
い
て
「
乎
」
「
哉
」
「
耶
」
　
の
三
種
の
疑
問
助
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
「
乎
」
「
哉
」
両
字
が
各
資
料
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
耶
」

は
こ
れ
を
使
用
す
る
資
料
と
使
用
し
な
い
資
料
と
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
助
字

の
使
用
の
差
異
が
当
該
字
の
担
う
用
法
の
違
い
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
し
て
、

(
2
)

仏
家
・
俗
家
と
い
う
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
の
違
い
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
R
口
的
で
あ
る
。
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一
、
平
安
時
代
後
半
期
の

和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
使
用

T
ヱ

調
査
資
料
に
見
ら
れ
る
疑
問
表
現
を
以
下
の
a
～
e
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
疑
問
表
現
に
使
用
さ
れ
る
助
字
の
調
査
を
行
っ
た
。

a
　
疑
問
詞
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
る
疑
問
点
に
つ
い
て
そ
の
説
明
を
求
め
る

(
説
明
要
求
)

テ

　

　

ソ

①
　
母
問
云
何
瑚
彗
明
　
(
注
好
選
・
上
巻
一
七
ウ
五
)

d
　
発
議
者
乃
至
執
筆
者
が
自
ら
の
内
心
の
疑
惑
を
表
明
す
る
、
も
し
く
は
断

定
を
保
留
し
て
不
定
の
ま
ま
に
表
出
す
る
(
疑
惑
表
現
)

⑦
　
外
道
相
俵
云
此
事
若
俳
雄
故
老
(
注
好
選
・
中
巻
二
六
オ
六
)

②
　
未
剋
許
行
慶
来
、
倍
長
多
仁
法
印
御
消
息
云
、
明
日
何
時
許
可
令
出
立
三

痢
朝
副
者
、
(
水
左
記
・
承
暦
年
問
八
月
五
日
)

b
　
あ
ら
か
じ
め
二
種
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
回
答
を
設
定
し
て
そ
の
採
否
を

求
め
る
(
選
択
要
求
)

③
　
行
事
排
師
賢
進
来
云
、
痢
鮒
矧
醐
剤
副
楓
矧
「
矧
可
判
別
矧
矧
呵

(
水
左
記
・
承
保
二
年
十
月
一
九
日
)

④
　
或
人
間
云
、
以
李
白
班
講
仙
人
之
由
、
見
文
集
、
是
謂
文
章
之
鉢
普
請
仙

嘲
l
l
功
封
切
剣
劇
別
封
矧
矧
V
(
水
言
妙
二
西
り
二
)

C
　
発
話
者
乃
至
執
筆
者
の
判
断
に
つ
い
て
そ
の
成
否
の
判
定
を
求
め
る
(
判

定
要
求
)

⑤
　
客
間
一
荊
嘲
間
凡
叫
　
(
注
好
選
,
上
巻
三
五
ウ
三
)

⑥
　
相
次
大
外
記
師
平
来
、
予
間
云
、
(
中
略
)
前
前
休
日
有
行
中
文
之
例
哉

矧
(
水
左
記
・
承
保
四
年
九
月
二
九
日
)

⑧
　
予
答
申
云
、
除
目
内
府
被
申
障
者
、
如
被
仰
延
一
両
日
被
行
書
欺
、

(
水
左
記
・
承
保
四
年
間
一
二
月
四
日
)

e
　
表
現
す
る
こ
と
と
は
正
反
対
の
位
置
に
あ
る
回
答
を
発
話
老
乃
至
執
筆
者

が
用
意
し
た
上
で
問
い
掛
け
る
(
反
語
表
現
)

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ュ

ネ

t

二

,

へ

り

⑨
友
問
云
何
故
不
着
会
.
答
云
我
母
猫
寒
家
宿
　
也
.
我
郁
乱
ド
l
邱
尋
.

(
注
好
選
・
上
巻
二
一
ウ
三
)

⑲
　
今
日
祓
事
依
軽
服
間
可
行
否
之
由
、
近
間
有
行
遺
言
等
許
之
庭
、
各
答
云
、

面
倒
耐
副
者
、
(
水
左
記
・
永
保
元
年
六
月
三
十
日
)

こ
の
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
①
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
各
資
料
共
通
に
使

用
さ
れ
る
の
は
「
乎
」
「
哉
」
「
欺
」
　
の
三
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
、

「
耶
」
「
也
」
「
臭
」
　
の
三
字
は
、
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
資
料
と
使
用
し
な
い
資

料
と
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
「
也
」
字
は
、
『
注
好
選
』
に
三
例
、
『
東
山
往
来
』
に
一
例
、

「
央
」
字
が
『
水
言
妙
』
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
『
東
山
往
来
』
に
二
例
づ

つ
と
使
用
資
料
及
び
使
用
例
が
と
も
に
少
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
耶
」
字
は
、

『
注
好
選
』
『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
『
探
要
法
花
験
記
』
『
高
野
山
往
生
伝
』

『
東
山
往
来
』
の
五
資
料
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
使
用
数
は
、
『
注
好

選
』
に
二
十
五
例
(
疑
問
表
現
に
お
け
る
助
字
使
用
の
約
三
五
%
)
、
『
探
要
法

14



表
①
　
平
安
時
代
後
半
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
使
用

永 後 水
左

御 東
山

雲
州

高
野

拾
退

続
本

探
要

大 杢 注 資
料

助
字

Fヨ日 - t・ 堂 昌
記 條 記 関 往 往 山 往 胡 法 本 紗 選

師
通
記

自
記

来 来 往
生
伝

生
伝

往
生
伝

花
験
記

国
法
華
経
験
記

19 誠 14 お 39 4 18 10 28 3 4 15 乎

92 102 78 7 5g % l 訂 1 14 33 22 27 哉

耶

401 523 215 29 22 130 16 ご 3 9 16 81 2 歓

1 3 也

2 2 2 英

そ
れ
ぞ
れ
用
法
を
異
に
し
て
い
た
場
合
、
助
字
の
有
無
は
当
該
字
が
担
う
用
法

自
体
の
各
資
料
に
お
け
る
有
無
に
左
右
さ
れ
る
事
が
考
え
ら
れ
、
純
粋
に
各
資

料
の
用
字
法
の
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
先
に
記
述
し
た
個
々
の
資
料
に
お
け
る
助
字
の
使
用
を
、
各
助
字

が
ど
の
疑
問
表
現
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
か
を
観
点
に
ま
と
め
た
の
が
、
表
②

で
あ
る
。
(
用
例
数
が
僅
少
で
あ
る
「
臭
」
「
也
」
両
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

省
略
し
た
。
)

こ
の
裏
に
基
づ
い
て
、
各
助
字
の
用
法
を
使
用
さ
れ
る
疑
問
表
現
の
種
類
と

い
う
観
点
か
ら
概
観
す
る
。
以
下
は
、
各
助
字
が
調
査
資
料
を
通
じ
て
、
ど
の

疑
問
表
現
に
ど
の
程
度
の
割
合
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
百
分
率
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

15

乎
・
・
・
説
明
要
求

哉
・
・
・
説
明
要
求

耶
・
・
・
説
明
要
求
51.0　27.2　25.3

判
定
要
求
6
・
6

花
験
記
』
に
八
例
(
同
約
一
四
%
)
、
『
東
山
往
来
』
に
十
六
例
(
同
約
一
三
%
)

と
各
資
料
の
助
字
使
用
に
無
視
で
き
な
い
位
置
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
「
耶
」
字
の
使
用
を
、
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
助
字
の
用
字
法
の
差

異
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
種
々
の
資
料
間
で
の
比
較
考
察
を
行
う
た
め
に
は
、

斯
か
る
助
字
使
用
の
差
異
が
、
当
該
字
が
担
う
用
法
の
差
異
に
起
因
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
比
較
す
べ
き
助
字
が

欺
‥
・
選
択
要
求
2
・
5

判
定
要
求

判
定
要
求

判
定
要
求
14.2　25.5　20.41

疑　反　反　反
感　語　語　語

83.0　21.6　51.5　57.6

そ　そ　そ　そ
の　の　の　の

他　他　他　他

0.3　2.0　0.9　0.5

型

判
定
要
求
及
び
疑
惑
を
主
た
る
用
法
と
す
る
「
欺
」
字
及
び
、
出
現
す
る
資

料
及
び
用
例
数
が
少
な
く
、
資
料
間
の
比
較
に
供
す
る
に
は
適
さ
な
い
「
也
」

「
臭
」
両
字
を
除
く
と
、
「
乎
」
「
哉
」
「
耶
」
　
の
三
字
が
類
似
の
債
向
で
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
三
つ
の
助
字
は
、
「
乎
」
「
哉
」
両
字
が
反



語
で
の
使
用
が
中
心
的
、
「
耶
」
字
が
説
明
要
求
で
の
使
用
が
中
心
的
、
と
い

う
差
異
を
持
ち
つ
つ
も
、
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
表
現
に
お
い
て
使

用
さ
れ
る
と
い
う
共
通
の
用
法
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
問
題
と
す
る
「
耶
」
字
に
つ
い
て
注
目
し
て
み
る
と
、
当
該
字
は
説

明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
疑
問
表
現
に
お
け
る
使
用
を
主
と
す
る
。
そ
こ

表
②

で
、
そ
の
使
用
を
見
な
い
『
水
言
妙
』
『
続
本
朝
往
生
伝
』
『
拾
遺
往
生
伝
』

『
雲
州
往
来
』
『
御
堂
関
白
記
』
『
水
左
記
』
『
後
二
條
師
通
記
』
『
永
昌
記
』
を

見
る
と
、
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
疑
問
表
現
自
体
は
存
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
「
耶
」
以
外
の
助
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
耶
」

字
が
担
う
疑
問
表
現
の
有
無
と
そ
の
使
用
と
は
影
響
関
係
が
無
い
こ
と
が
知
ら

永 墾 水 御 東 雲 曾
回

拾 杭 探 大 竺 注 資

料

用　 助

法　 字

【ヨ
日

J望- 州

往

要

法

lこコ
記 夜 記 関 往 山 往 朝 本 妙 選

師

通

記

自

記

来 来 往

生
伝

生

伝

往

生
伝

花

験
記

国

法
華

経

験

記

2 16 7 4 12 1 1 5 2 5
要

説

乎

1
更

選

6 7 3 6 7 1 3 1 1 1
要

判

1
疑

惑

11 13 4 17 20 2 13 9 22 3 2 9
反

語

24 32 28 4 9 13 3 2 3 12 6
要

説

哉

1 1
要

道

27 38 8 1 3 5 10 1 1 1 4 3
要

判

1 1
疑

惑

41 32 41 2 47 17 1 13 11 29 6 17
反

語

6 4 16
要

説

耶

要

選

6 1 1 5
要

判

1
疑

惑

4 3 1 3
反

語

1 2 1
要

説

歎

8 10 10 1 3 2 2
要

選

35 78 60 5 2 12 1 15
要

判

357 433 145 23 2 1 114 16 2 0 3 8 15 64 1
疑

惑

1 1
反

三五
P口



れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
疑
問
表
現
の
種
類
と
い
う
観
点
か
ら
は
「
乎
」
　
「
哉
」

「
耶
」
　
の
三
字
が
類
似
の
用
法
を
有
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

和
化
漢
文
資
料
の
疑
問
表
現
に
「
耶
」
字
を
使
用
す
る
資
料
と
使
用
し
な
い
資

料
と
が
あ
る
と
い
う
問
題
は
、
助
字
が
有
す
る
用
法
の
違
い
と
は
一
応
切
り
放

し
て
考
え
る
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語

の
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
そ
の
表
記
に
供
す
る
助
字
が
「
乎
」
「
哉
」
　
の
二
種

類
あ
る
資
料
と
「
乎
」
「
哉
」
「
耶
」
　
の
三
種
類
あ
る
資
料
と
が
存
在
し
て
い
る
、

と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
て
、
「
耶
」
字
の
使
用
は
疑
問
表
現
を
表
記
す
る
際

に
用
字
の
選
択
肢
と
し
て
当
該
字
が
存
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
懸
か
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
乎
」
「
哉
」
「
耶
」
字
を
使
用
す
る
資
料
と
「
乎
」

「
哉
」
を
使
用
す
る
資
料
と
で
は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
試

み
に
各
資
料
毎
に
、
表
記
主
体
及
び
ジ
ャ
ソ
ル
と
「
耶
」
字
の
使
用
と
を
対
応

さ
せ
た
の
が
表
◎
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
看
取
さ
れ
る
の
は
、
「
耶
」
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
『
注
好
選
』

『
大
日
本
国
法
華
経
験
記
』
『
探
要
法
花
験
記
』
『
高
野
山
往
生
伝
』
『
東
山
往

来
』
　
の
各
資
料
は
仏
家
が
表
記
主
体
で
あ
る
と
い
う
事
で
あ
る
。
「
耶
」
字
の

使
用
を
見
な
い
資
料
は
俗
家
が
表
記
主
体
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
各
資
料
に
見
ら
れ
る
助
字
の
用
字
法
の
差
異
に
、
仏
家
・
俗
家
の
ど
の
社
会

集
団
に
所
属
す
る
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
「
表
記
主
体
の
社
会
的
属

永 後 水 御 東. 雲 高 哲 続 探 大 杢 注

資

料

fヨE∃ - 堂 日 口
記 條 記 関 往 往 山 往 朝 法 本 妙 選

師
通
記

自
記

来 来 往
生
伝

生
伝

往
生
伝

花
験
記

国
法
華
経
験
記

俗 俗 俗 俗 仏 俗 仏 俗 俗 仏 仏 俗 仏

表

記

家 家 家 家 家 家 家 家 家 家 家 家 家

　　[ 　　　[ l̀　「 　　[ 　　[ 　　[ 　　[ 　　[ 　　[ 　　[ 　　[ 　　[

藤
原

藤
原

源
俊

藤
原

定
深

藤
原

如
握

妻 大
日工

源
酉

鋲
涯

藤
原為

隆
師
芭

空 道
真

撰 明
衡

編 為
嘩

匡
用
担

芭 編 実
兼
筆
録

主

挟
L...J

編
L」

体

串 串 事 事 古 古 往 往 往 霊 霊 現 現 ジ
記 記 記 記 ′ 話

開
署

話 ヤ
ン'
ル

録 録 録 録 釆 来 伝 伝 伝 記 記

× × × × ○ × ○ × × ○ ○ × ○
耶
適

用

17

性
の
違
い
」
が
対
応
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
用
字
法
は
、
す
べ
て
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
い
て
同
レ
ベ
ル

に
想
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

往
生
伝
に
お
け
る
『
高
野
山
往
生
伝
』
は
、
「
耶
」
字
の
使
用
が
一
例
と
僅

少
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
例
を
も
っ
て
、
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
仏
・
俗
の
差
異
を
認

め
る
こ
と
は
難
し
い
。
実
際
更
に
資
料
を
広
げ
て
み
る
と
、
往
生
伝
は
独
自
の



様
相
を
呈
す
る
一
群
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
表
①
に
、
現
存
す
る

主
要
な
往
生
伝
と
そ
の
表
記
主
体
、
及
び
疑
問
表
現
に
使
用
さ
れ
る
助
字
の
用

例
数
を
ま
と
め
た
結
果
を
示
す
。

往
生
伝
七
資
料
に
お
い
て
は
、
疑
問
表
現
に
お
い
て
、
「
乎
」
「
哉
」
「
欺
」

が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
る
憤
向
が
あ
る
。
「
耶
」
字
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』

(
-
、

『
高
野
山
往
生
伝
』
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
使
用
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

ジ
ャ
ソ
ル
の
資
料
に
は
、
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
疑
問
表
現
に
主
用

す
る
助
字
が
「
乎
」
「
哉
」
　
の
二
種
で
あ
る
と
い
う
、
先
に
帰
納
し
た
所
の
俗

家
が
表
記
主
体
で
あ
る
資
料
の
用
字
法
が
優
勢
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で

あ
る
。ま

た
、
そ
の
表
記
主
体
は
、
ほ
と
ん
ど
が
俗
家
で
あ
る
儒
者
で
あ
っ
て
、
仏

家
の
も
の
は
如
寂
の
『
高
野
山
往
生
伝
』
の
み
で
あ
る
。
「
往
生
伝
」
と
い
う

表
①

本 後 拾 続 日

資
同
野 朝 亦 拾

日
通 乙

本 本
山 新 往 退 往 朝 往
往 修 生 往 生 往 生

料生 往 記 生 伝 生 極
伝 生

伝
伝 伝 楽

記 名

如 藤 蓮 大 慶

表
寂 璽 禅 衰

為
善
為

江
匡

滋
保

刀て
友 藤

原
資
基

遠 遠 房 胤 記

主

体

4 11 16 20 18 10 10 乎

1 3 10 27 1 2 哉

1 1 耶

16 10 6 16 22 3 4 歎

也

1 央

ジ
ャ
ソ
ル
は
、
伝
統
的
な
表
記
主
体
が
俗
家
で
あ
り
、
同
時
に
「
往
生
者
の
伝

記
」
と
い
入
ノ
仏
教
的
な
文
章
内
容
を
持
つ
と
い
う
性
格
を
石
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
古
往
来
に
お
け
る
『
東
山
往
来
』
と
『
雲
州
往
来
』
と
は
、

往
生
伝
の
場
合
と
は
異
な
り
、
明
確
な
仏
・
俗
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
和
泉
往
来
』
の
調
査
か
ら
は
別
の
様
相
が
見
て

取
れ
る
。

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
及
び
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
は
、
そ
れ
ぞ

(
5
)

れ
平
安
時
代
末
期
の
成
立
と
目
さ
れ
、
古
写
本
も
現
存
す
る
こ
と
か
ら
国
語
史

研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
、
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
一

表
記
主
体
の
明
確
で
あ
る
資
料
を
選
定
基
準
に
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
を
中
心
資
　
1
8

料
と
は
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
は
、
紙
背
に
記
載
さ
れ
ー

た
表
白
集
と
の
関
連
か
ら
「
真
言
宗
系
統
の
僧
侶
、
就
中
、
東
寺
・
勧
修
寺
乃

(
6
)

至
は
高
野
山
辺
の
関
係
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
和
泉
往
来
』
は
、
識
語
に
あ
る
「
西
室
」
が
興
胤
法
印
ま
た
は
和
泉
講
師

(
7
)

雅
真
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
先
学
の
指
摘
か
ら
こ
の
二
資
料
は
仏
家
の

手
に
成
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

い
ま
仮
に
こ
れ
に
従
っ
て
二
資
料
を
仏
家
が
表
記
主
体
の
資
料
と
し
て
調
査

を
行
う
と
、
ど
ち
ら
も
疑
問
表
現
に
「
耶
」
字
を
使
用
し
な
い
資
料
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
蓑
⑤
及
び
⑥
に
調
査
結
果
を
示
す
。

こ
の
二
資
料
に
お
い
て
は
、
「
哉
」
も
し
く
は
「
乎
」
が
使
用
さ
れ
、
「
耶
」
字



裏
⑤
『
高
山
寺
本
古
往
来
』

表
⑥
『
和
泉
往
来
』

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑 定
要
求

択
要
求

明
要
求

5 哉

10 2 1 歎

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑 定
要
求

択
要
求

明
要
求

2 乎

4 歎

2 也

1 央

は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
表
記
主
体
の
違
い
が
単
純
に
用
字
法
の
差
異
に
対
応

し
て
い
な
い
実
態
は
、
こ
の
よ
う
に
古
往
来
の
類
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
る
。

以
上
、
「
耶
」
字
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
に

対
応
す
る
用
字
法
で
あ
る
こ
と
を
想
定
し
た
。
そ
の
中
で
、
往
生
伝
・
古
往
来

の
ジ
ャ
ソ
ル
に
は
、
仏
家
・
俗
家
の
別
に
用
字
法
が
対
応
し
な
い
場
合
の
存
す

る
点
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

二
、
「
表
記
主
体
の
社
会
的
属
性
に
関
わ
る
用
字
法
」

の
位
置
づ
け

疑
問
助
字
「
郡
」
　
の
使
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
和
化
漢
文
資
料
全
体
で
は
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
探
る
た
め
に
更
に
調
査
資
料
を
広
げ
て
確

認
を
行
う
。
先
に
対
象
と
し
た
の
は
、
説
話
・
霊
験
記
・
往
生
伝
・
古
往
来
・

古
記
録
の
各
ジ
ャ
ソ
ル
の
和
化
漢
文
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
以
外

の
文
章
、
書
状
・
表
白
文
・
学
術
書
を
対
象
と
す
る
。

ま
ず
書
状
は
、
『
平
安
遺
文
』
所
収
の
も
の
で
長
保
か
ら
元
暦
年
間
に
渡
る

二
七
四
状
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
う
ち
表
記
主
体
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
を
選

定
、
仏
家
・
俗
家
に
分
類
し
、
助
字
の
使
用
を
ま
と
め
た
の
が
表
⑦
及
び
⑧
で

あ
る
。

仏
家
俗
家
を
通
じ
て
、
書
状
に
お
け
る
疑
問
表
現
に
は
「
耶
」
字
を
使
用
し
た

例
は
認
め
ら
れ
な
い
。
書
状
の
疑
問
表
現
(
こ
こ
で
は
特
に
説
明
要
求
・
判
定

要
求
・
反
語
の
用
法
)
　
は
、
仏
家
俗
家
が
と
も
に
「
乎
」
「
哉
」
　
二
字
を
使
用

す
る
点
で
用
字
法
に
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

表
⑦
表
記
主
体
仏
家

表
⑧
表
記
主
体
俗
家

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑
要 要 要
求 求 求

4 乎

5 1 5 哉

32 1 1 畷

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 感 定 択 明
要 要 要
求 求 求

1 1 4 乎

12 3 6 12 哉

1 52 5 1 欺

続
い
て
、
近
年
そ
の
和
化
漢
文
的
性
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
表
白
文

は
、
修
法
の
際
に
そ
の
趣
旨
を
仏
前
に
表
啓
告
白
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
句
に

よ
る
四
六
餅
隣
体
を
主
と
す
る
美
辞
毘
句
を
連
ね
た
も
の
で
あ
る
。
仏
家
が
表

記
主
体
で
あ
る
も
の
と
し
て
、
高
山
寺
本
表
白
集
所
収
の
表
白
文
八
三
篇
を
対



表
⑨
表
記
主
体
仏
家

表
⑲
表
記
主
体
俗
家

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

三五
Plコ

惑 定 択 明
要 要 要
求 求 求

7 乎

9 哉

2 欺

1 央

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑 定
要
求

択
要
求

明
要
求

3 乎

1 哉

4 歎

対
象
と
し
た
。
俗
家
の
手
に
成
る
も
の
と
し
て
は
、
平
安
時
代
末
期
の
藤
原
活

(
8
)

輔
著
作
で
あ
る
歌
学
書
、
袋
草
紙
を
対
象
と
し
た
。

ま
ず
、
仏
家
の
手
に
成
る
『
大
経
要
義
妙
』
(
表
⑪
)
　
と
『
大
毘
鹿
渡
邪
径

住
心
妙
』
(
表
⑲
)
　
で
は
、
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
に
関
し
て
「
乎
」

「
哉
」
「
耶
」
　
の
三
種
の
疑
問
助
字
が
主
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
特
に

「
耶
」
字
の
使
用
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
表
⑬
袋
草
紙

で
は
、
主
用
さ
れ
る
の
は
「
乎
」
「
哉
」
　
の
二
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

表
⑪
『
大
経
要
義
紗
』

裏
⑫
『
大
毘
慮
遮
邪
径
住
心
妙
』

象
と
し
た
。
こ
の
結
果
を
示
す
の
が
表
⑨
で
あ
る
。
ま
た
俗
家
の
手
に
な
る
も

の
と
し
て
、
新
訂
増
補
国
史
大
系
「
本
朝
文
集
」
所
収
の
平
安
時
代
後
期
か
ら

院
政
期
成
立
の
儒
者
の
手
に
な
る
表
白
文
五
十
茄
を
対
象
と
し
た
。
こ
の
結
果

を
示
す
の
が
表
⑲
で
あ
る
。

仏
家
俗
家
と
も
に
「
乎
」
「
哉
」
両
字
を
反
語
表
現
に
使
用
し
て
い
る
。
「
耶
」

字
に
つ
い
て
は
そ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
。
仏
家
側
に
「
臭
」
字
の
使
用
が

一
例
存
す
る
も
の
の
、
仏
家
俗
家
両
者
に
「
乎
」
「
哉
」
を
主
用
す
る
と
い
う

共
通
の
使
用
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
は
先
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
の
、
俗
家
側
の
文

章
に
見
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
用
字
法
と
認
め
ら
れ
る
。

学
術
雷
は
、
仏
家
の
手
に
成
る
も
の
と
し
て
、
東
密
勧
修
寺
流
の
実
範
上
人

の
作
と
さ
れ
、
院
政
期
初
め
頃
の
成
立
と
目
さ
れ
る
仏
典
注
釈
書
で
あ
る
『
大

経
要
義
妙
』
及
び
東
密
広
沢
流
の
一
つ
西
院
流
の
開
祖
信
証
の
手
に
成
り
、
同

じ
く
院
政
期
初
頭
成
立
と
さ
れ
る
仏
典
注
釈
書
『
大
毘
慮
遮
邪
径
住
心
妙
』
を

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑 定
要
求

択
要
求

明
要
求

33 4 2 乎

1 哉

6 31 46 耶

3 9 欺

反 疑 判 選 説 用
法

助
字

語 惑 定
要
求

択
要
求

明
要
求

1 12 乎

4 11 39 哉

17 45 耶

10 37 4 欺

1 也

20

表
⑬
『
袋
草
紙
』

反
語

疑
惑

判 選 説 用
法

助
字

定
要
求

択
要
求

明
要
求

7 3 3 乎

22 1 3 16 哉

1 217 16 3 歎



書
状
・
表
白
文
・
学
術
書
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ソ
ル
を
対
象
と
し
て
、
表
記
主

体
が
異
な
る
場
合
の
用
字
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
書
状
及
び

表
白
文
に
は
表
記
主
体
の
違
い
に
よ
る
差
異
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
「
乎
」
「
哉
」

二
字
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
術
書
で
は
、
仏
家
が
「
乎
」

「
哉
」
「
耶
」
　
三
字
を
使
用
し
、
俗
家
が
「
乎
」
「
哉
」
　
二
字
の
使
用
で
あ
る
と

い
う
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
調
査
し
た
資
料
及
び
そ
の
属
す
る
ジ
ャ
ソ
ル
と
用
字
法

と
の
関
係
を
整
理
し
て
み
た
い
。
仏
家
・
俗
家
の
用
字
法
を
分
か
つ
の
は
、
説

明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
に
お
い
て
主
用
さ
れ
る
助
字
に
「
耶
」
字
が
有
る

か
無
い
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
耶
」
字
の
使
用
に
基
づ
い
て
各

資
料
の
分
類
を
行
う
。
そ
の
際
、
「
耶
」
字
を
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

各
資
料
の
「
乎
」
「
哉
」
「
耶
」
　
三
字
に
お
け
る
「
耶
」
字
の
使
用
度
数
を
百
分

率
で
計
上
し
た
。

O
「
耶
」
字
を
使
用
す
る
資
料

大
経
要
義
妙
6
7
・
5
　
大
毘
底
遮
邪
径
住
心
紗
吼
　
注
好
選
3
7
・
3
　
高
野
山
往
生
伝
6
・
7

5

東
山
往
来
5
・
5
　
深
更
法
花
験
記
乱
　
大
日
本
国
法
華
経
験
記
2
・
7
　
日
本
往
生
極

楽
記
0
・
8
　
(
%
)

O
「
耶
」
字
を
使
用
し
な
い
資
料

水
言
紗
・
続
本
朝
往
生
伝
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
二
二
外
往
生
記
・

本
朝
新
修
往
生
伝
・
雲
州
往
来
・
御
堂
関
白
記
・
水
左
記
・
後
二
條
師
通
記
・

高
山
寺
本
古
往
来
・
和
泉
往
来
・
仏
家
書
状
・
俗
家
書
状
・
仏
家
表
白
文
・
俗

家
表
白
文
・
袋
草
紙

こ
こ
で
は
、
「
耶
」
字
を
使
用
す
る
の
が
、
使
用
率
〇
・
八
%
の
『
日
本
往

生
極
楽
記
』
を
除
い
て
総
て
仏
家
が
表
記
主
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
『
大
経

要
義
紗
』
と
『
大
毘
盛
遮
郡
経
住
心
妙
』
の
仏
典
注
釈
雷
に
お
い
て
「
耶
」
字

の
使
用
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
「
耶
」
字
を
使
用

し
な
い
資
料
に
は
仏
家
俗
家
ぞ
れ
ぞ
れ
が
表
記
主
体
で
あ
る
資
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。「

耶
」
字
の
使
用
・
ジ
ャ
ソ
ル
・
表
記
主
体
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、

「
耶
」
字
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
ジ
ャ
ソ
ル
は
、
説
話
(
注
好
選
)
・
霊
験
記

(
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
深
更
法
花
験
記
)
・
往
生
伝
(
日
本
往
生
極
楽
記
・

高
野
山
往
生
伝
)
・
古
往
来
(
東
山
往
来
)
・
学
術
書
　
[
仏
典
注
釈
書
]
　
(
大
経

要
義
妙
・
大
毘
庭
遮
邪
径
住
心
妙
)
　
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ソ
ル
で
は
仏
家
・

俗
家
の
違
い
に
対
応
し
た
用
字
法
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
往
生
伝
は
、
ジ
ャ

ソ
ル
内
に
明
確
な
仏
俗
の
用
字
法
の
差
異
は
見
出
し
難
く
、
む
し
ろ
仏
家
俗
家

の
別
に
関
係
な
く
共
通
の
用
字
法
が
有
り
、
そ
こ
に
僅
少
で
は
あ
る
が
「
耶
」

字
を
交
え
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
様
相
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

古
往
来
は
『
東
山
往
来
』
が
「
耶
」
字
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
仏
家
が
表

記
主
体
と
目
さ
れ
る
他
の
資
料
、
『
高
山
寺
本
古
往
来
』
と
『
和
泉
往
来
』
で

は
こ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
古
往
来
と
し
て
の
体
裁
を
持
た
な
い
も

の
の
、
書
状
に
お
い
て
も
「
耶
」
字
の
使
用
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
古
往
来
・
書
状
で
は
「
耶
」
字
を
使
用
し
な
い
用
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字
法
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
『
東
山
往
来
』
が
特
殊
な
資
料
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
耶
」
字
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い
ジ
ャ
ソ
ル
は
、
説
話
・
古
記
録
・
書
状
・

表
白
文
・
学
術
書
　
[
歌
学
書
]
　
で
あ
っ
た
。
先
に
指
摘
し
た
古
往
来
及
び
往
生

伝
も
こ
れ
に
準
ず
る
ジ
ャ
ソ
ル
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
「
郡
」
字
を
使
用
す
る
資
料
・
ジ
ャ
ソ
ル
の
特
性
が
明

ら
か
と
な
る
。
ま
ず
、
「
耶
」
字
は
仏
家
内
部
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
助
字
で

あ
る
と
い
う
事
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
仏
典
注
釈
書
で
あ
る
『
大
経
要
義

紗
』
と
『
大
毘
慮
遮
邪
径
住
心
妙
』
に
「
耶
」
字
の
使
用
頻
度
が
高
い
事
、
仏

典
色
の
濃
い
説
話
で
あ
っ
て
、
寺
家
に
お
け
る
小
童
の
教
育
用
に
編
集
さ
れ
た

(
9
】

と
目
さ
れ
る
『
注
好
選
』
に
使
用
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
看
取
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
全
体
と
し
て
「
耶
」
字
の
使
用
を
見
な
い
ジ
ャ
ソ
ル
で
あ
る
古

往
来
・
書
状
に
お
い
て
『
東
山
往
来
』
が
こ
れ
を
使
用
し
て
い
る
事
は
注
目
に

値
す
る
。
『
東
山
往
来
』
は
、
そ
の
序
に
「
檀
那
問
不
審
事
、
師
僧
報
所
問
義
。
」

「
今
寄
私
家
之
小
生
。
」
　
の
様
に
編
纂
の
意
図
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
が

檀
主
と
師
僧
と
の
仏
教
に
関
す
る
問
答
を
内
容
と
し
、
寺
家
の
小
童
の
た
め
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
総

て
が
仏
教
の
儀
礼
・
作
法
・
慣
習
に
関
わ
る
問
い
と
答
え
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、

○
法
華
域
法
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
、
修
法
の
式
を
問
う
、
及
び
そ
れ
に
対

す
る
答
え
(
第
四
条
・
往
復
)

○
牛
馬
を
造
仏
の
料
に
献
ず
る
こ
と
の
可
否
を
問
う
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る

答
え
　
(
第
十
七
粂
往
復
)

○
梵
字
の
左
横
書
き
を
と
る
理
由
を
問
う
、
及
び
そ
れ
に
対
す
る
答
え
(
第

三
十
九
条
往
復
)

の
様
に
、
檀
主
の
仏
教
に
関
わ
る
疑
問
(
も
し
く
は
仏
教
の
経
・
論
な
ど
を
引

い
て
解
決
し
て
ほ
し
い
問
題
)
　
に
つ
い
て
師
僧
が
答
え
る
、
と
い
う
明
確
な
目

的
に
基
づ
い
て
問
答
の
形
が
貫
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
『
和
泉
往
来
』
の
内
容
は
、
『
東
山
往
来
』
の
持
つ
仏
教

的
色
彩
は
無
い
。

○
手
本
な
ど
の
借
用
に
関
す
る
も
の
ー
第
l
壁
(
書
状
番
号
1
2
)
・
第
二
璧

(封)

○
人
事
に
関
す
る
も
の
-
第
三
壁
(
5
6
)
・
第
四
壁
(
7
8
)
・
第
五
蟹
(
9
の
み
)

○
犯
罪
に
関
す
る
も
の
-
第
六
壁
(
1
0
1
1
)
・
第
七
蟹
(
1
2
1
3
)

○
農
事
に
関
す
る
も
の
-
第
八
壁
(
1
4
1
5
)
・
第
九
壁
(
1
6
1
7
)

○
音
楽
や
雑
芸
に
関
す
る
も
の
ー
第
十
壁
(
1
8
1
9
)
・
第
十
一
望
(
2
0
2
1
)
・

第
十
二
空
(
2
2
2
3
)

(
1
0
}

な
ど
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
世
俗
の
事
に
関
す
る
状
を
集
め
た
も

の
で
あ
っ
て
、
仏
教
に
関
す
る
事
柄
の
み
を
扱
う
訳
で
は
な
い
。
『
和
泉
往
来
』

も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

『
高
山
寺
本
古
往
来
』
や
『
和
泉
往
来
』
あ
る
い
は
平
安
退
文
所
収
の
仏
家
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の
手
に
成
る
書
状
と
比
較
し
て
、
『
東
山
往
来
』
　
の
内
容
が
仏
教
的
な
事
柄
に

限
ら
れ
る
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
『
東
山
往
来
』

が
仏
家
の
内
部
(
も
し
く
は
そ
れ
に
関
わ
る
檀
主
を
含
め
た
交
流
の
場
)
　
を
対

象
と
し
て
編
集
さ
れ
た
と
い
う
成
立
事
情
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
耶
」

字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
『
東
山
往
来
』
　
の
特
殊
性
を
示
す
と
と
も
に
、

「
耶
」
字
は
仏
家
内
部
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
助
字
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
の

傍
証
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

続
い
て
、
「
耶
」
字
を
使
用
し
な
い
資
料
の
側
か
ら
見
る
と
、
斯
か
る
仏
教

的
な
用
字
で
あ
る
「
耶
」
字
の
使
用
は
、
俗
家
が
表
記
主
体
で
あ
る
資
料
に
は

見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
表
記
主
体
が
仏
家
で
あ
っ
て
も
、
俗
家
と
交
渉
の
あ
る

場
(
ジ
ャ
ソ
ル
)
　
に
お
い
て
は
「
耶
」
字
は
使
用
さ
れ
な
い
。

古
往
来
・
書
状
は
、
そ
の
内
容
が
必
ず
し
も
仏
教
的
な
事
に
関
わ
ら
な
い
場

合
が
多
く
、
ま
た
「
耶
」
字
が
仏
教
的
な
性
格
の
強
い
助
字
で
あ
る
と
す
る
と
、

「
私
(
仏
家
)
」
　
で
は
な
く
「
公
」
　
の
文
章
で
あ
る
と
い
う
性
格
を
持
つ
書
状

に
は
用
い
ら
れ
難
か
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
俗
家
の
用
字
法
と

呼
ん
で
き
た
用
字
法
は
、
当
時
に
あ
っ
て
は
寧
ろ
仏
俗
を
通
じ
て
一
般
的
‥
公

的
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
往
生
伝
及
び
表
白
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
俗
家
が
中
心
的
な
表

(〓)

記
主
体
で
あ
る
文
章
で
あ
っ
た
。
後
に
な
っ
て
仏
家
が
こ
の
ジ
ャ
ソ
ル
の
文
章

を
書
く
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
内
容
的
、
性
格
的
に
は
仏
教

的
な
面
を
有
す
る
こ
れ
ら
の
ジ
ャ
ソ
ル
の
文
章
も
仏
俗
共
通
の
用
字
法
に
従
う

も
の
と
な
り
、
「
耶
」
字
の
使
用
は
見
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
往
生
伝
・
表
白
文
の
仏
教
に
深
く
関
わ
る
文
章
に
「
耶
」
字
の
使
用

が
見
ら
れ
な
い
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
俗
家
の
仏
教
と
の
関
わ
り
方
が
関

与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

俗
家
も
修
法
・
経
の
講
読
な
ど
の
場
に
お
い
て
仏
教
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
俗
家
が
著
し
た
仏
典
注
釈
雷
な
ど
と
い
う

も
の
が
知
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
俗
家
と
仏
家
の
交
渉

も
、
仏
典
注
釈
等
の
専
門
的
学
問
の
場
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

俗
家
が
仏
教
と
交
渉
を
持
つ
の
は
、
法
華
経
講
読
な
ど
の
読
む
・
聞
く
あ
る
い

は
論
議
を
行
う
と
い
う
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
注
釈
的
な
文
章
を
書
く
、

と
い
う
営
為
は
な
か
っ
た
。
俗
家
が
仏
家
と
交
渉
を
持
ち
つ
つ
も
、
仏
教
的
用

字
法
を
取
り
込
ま
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
「
内
容

は
仏
教
的
で
あ
っ
て
用
字
法
は
仏
俗
共
通
的
な
(
仏
家
側
の
特
殊
な
用
字
を
用

い
な
い
)
文
章
」
が
作
成
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
こ
の
様
な
状
況
が
あ
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
耶
」
字
は
、
仏
家
内
部
を
対
象
と
し
た
資
料
に
お
い

て
用
い
ら
れ
る
助
字
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
仏
家
・
俗
家
の
両
者

が
関
わ
る
往
生
伝
・
古
往
来
・
書
状
な
ど
の
文
章
に
お
け
る
用
字
法
を
見
る
と
、

「
耶
」
字
を
使
用
し
な
い
用
字
法
が
一
般
的
‥
公
的
で
あ
っ
て
、
「
耶
」
字
は

仏
教
的
色
彩
の
強
い
助
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
用
字

法
・
資
料
・
表
記
主
体
、
三
者
の
関
係
を
図
示
す
る
。
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和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
「
耶
」
字
の
使
用

三
、
「
耶
」
字
使
用
の
背
景

「
耶
」
字
が
仏
家
の
側
に
、
俗
家
と
の
交
流
の
無
い
場
で
限
定
的
に
使
用
さ

れ
る
と
い
う
用
字
法
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
成
立
を
探
る
上
で
の
見
通
し
を
立
て
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
自
藤
礼
幸
氏
が
上
代
漢
字
文
の
疑
問
助
字
に
つ
い
て

(
1
2
)

行
っ
た
調
査
が
注
目
さ
れ
る
。
白
藤
氏
は
、
上
代
漢
字
文
に
お
け
る
疑
問
助
字

「
乎
・
哉
・
耶
・
欺
」
　
四
字
の
使
用
の
調
査
を
通
じ
て
、

一
、
「
郡
」
　
の
相
-
筆
者
の
い
わ
ゆ
る
仏
典
注
釈
書
な
ど
、
内
典
系
の
上
代

漢
字
文
で
主
用
さ
れ
、
他
の
三
字
の
用
法
は
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
「
耶
」

も
他
の
ジ
ャ
ソ
ル
で
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
。

二
、
「
乎
」
　
の
柏
-
史
書
・
地
誌
・
伝
記
な
ど
、
前
項
以
外
の
漢
文
体
の
上

代
漢
字
文
で
最
も
主
用
さ
れ
る
。

三
、
「
哉
・
欺
」
　
の
相
-
万
葉
集
の
歌
表
記
や
古
文
書
類
な
ど
、
国
語
漢
字

文
と
も
言
う
べ
き
類
の
上
代
文
献
で
最
も
主
用
さ
れ
、
後
の
変
体
漢
文
文

体
の
濫
脇
と
も
目
さ
れ
る
。

と
い
う
、
三
つ
の
相
を
立
て
た
。

「
郡
」
字
が
内
典
系
の
漢
字
文
に
お
い
て
主
用
さ
れ
る
と
い
う
氏
の
指
摘
は
、

今
回
の
平
安
時
代
後
期
の
和
化
漢
文
資
料
に
お
け
る
調
査
結
果
に
つ
な
が
る
も

の
で
あ
る
。
「
「
耶
」
字
は
仏
典
用
の
字
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
が
上
代
人
の
問

(
1
3
)

に
あ
っ
て
、
」
と
白
藤
氏
が
想
定
し
た
用
字
法
の
意
識
は
、
平
安
時
代
後
期
に
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あ
っ
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
上
代
の
漢
字
文
に
お
け
る

助
字
の
使
用
の
背
景
を
自
藤
氏
は
、
「
漢
訳
仏
典
や
沃
土
成
立
の
経
論
類
の
影

響
か
」
と
、
上
代
人
が
漢
文
作
成
に
際
し
て
参
考
に
し
た
中
国
文
献
に
お
け
る

(
1
4
)

疑
問
助
字
の
量
的
構
造
の
影
響
を
想
定
し
て
い
る
。

平
安
時
代
中
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
成
立
し
た
和
化
漢
文
資
料
の
う
ち
、

「
耶
」
字
を
使
用
す
る
も
の
が
仏
家
内
部
を
対
象
と
し
た
資
料
に
限
ら
れ
る
、

と
い
う
現
象
の
背
景
に
は
、
上
代
漢
字
文
に
お
け
る
そ
れ
と
同
じ
く
、
漢
字
文

を
作
成
す
る
人
物
が
学
習
し
て
そ
こ
か
ら
用
字
法
を
習
得
し
た
資
料
の
影
響
が

想
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
耶
」
字
は
仏
家
の
仏
典
注
釈
の
学
問
的
活
動
の
場
に
お
い
て
主
用
さ
れ
、

そ
れ
が
仏
家
内
部
を
対
象
と
し
た
資
料
に
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
背
景
に
は
仏
家
の
上
代
か
ら
尽
き
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
、
仏
典

を
解
釈
し
注
を
附
す
と
い
う
宗
教
的
学
問
活
動
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
使
用
さ
れ
る
漢
訳
仏
典
も
し
く
は
仏
典
注
釈
書
に
「
耶
」
字
が
多
く
使
用

さ
れ
て
い
た
事
が
主
た
る
要
因
と
な
っ
て
、
仏
家
的
な
用
字
法
が
形
成
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
今
後
仏
家
内
部
の
漢
字
文
献
の

調
査
を
通
じ
て
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

む
す
び

以
上
、
「
耶
」
字
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
れ
が
仏
家
内
部
を
対
象
と
し
た
、

仏
典
注
釈
書
・
仏
教
色
の
濃
い
説
話
・
仏
家
の
小
童
の
た
め
の
消
息
文
例
集
な

ど
に
見
ら
れ
る
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
助
字
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
調
査
を
通
じ
て
平
安
時
代
中
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
和
化
漢

文
資
料
に
お
い
て
は
、
説
明
要
求
・
判
定
要
求
・
反
語
の
疑
問
表
現
に
「
乎
」

「
哉
」
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
て
、
仏
俗
の
交
渉
の
想
定
さ
れ
る
場
に

お
け
る
、
往
生
伝
・
往
来
物
・
書
状
・
表
白
文
等
に
つ
い
て
は
、
仏
家
が
表
記

主
体
で
あ
っ
て
も
「
耶
」
字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
無
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。
特
に
、
仏
教
に
深
く
関
わ
る
往
生
伝
・
衷
白
文
の
類
に
仏
教
的
色
彩
の
濃

い
「
耶
」
字
の
使
用
が
見
ら
れ
な
い
事
に
つ
い
て
は
、
俗
家
の
仏
教
に
対
す
る

関
わ
り
方
と
い
う
観
点
か
ら
次
の
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

一
、
往
生
伝
は
仏
教
に
深
く
関
わ
る
内
容
を
持
ち
、
ま
た
表
白
文
は
修
法
の

場
に
お
い
て
読
み
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
共
に
仏
教
と
深
く
関
わ
る
文
章
で

あ
る
。
し
か
し
、
両
者
共
に
伝
統
的
中
心
的
な
表
記
主
体
が
俗
家
で
あ
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
後
に
こ
の
種
の
文
章
の
作
成
に
関
与
し
た
仏
家

は
伝
統
的
表
記
法
を
踏
襲
し
た
。

二
、
「
耶
」
字
は
、
仏
家
の
仏
典
注
釈
に
お
け
る
宗
教
的
学
問
の
場
で
主
と

し
て
使
用
さ
れ
る
助
字
で
あ
っ
て
仏
家
に
は
仏
家
内
部
を
対
象
と
し
た
文

章
で
こ
の
助
字
を
用
い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
俗
家
は
仏
教
と
の
関
わ
り
の

場
を
、
修
法
・
経
の
講
読
な
ど
に
持
っ
て
い
た
も
の
の
、
そ
れ
は
仏
典
注

釈
的
な
学
問
の
言
語
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め

俗
家
は
、
仏
教
的
な
文
章
を
作
成
す
る
場
合
に
お
い
て
も
「
耶
」
字
を
仏

家
側
か
ら
採
り
込
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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本
稿
で
の
考
察
は
、
疑
問
表
現
の
み
の
調
査
で
あ
っ
て
、
斯
か
る
差
異
を
和

化
漢
文
資
料
の
用
字
法
上
の
差
異
と
し
て
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
更
に
他
の

同
様
の
言
語
事
象
の
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
「
助
字
」
　
の
差
異
が

日
本
語
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
関
わ
っ
て
い
な
い
の
か

と
い
う
問
題
に
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
(
1
)
蜂
岸
明
氏
は
、
記
録
語
・
記
録
体
の
淵
源
を
探
る
に
際
し
て
、
中
国
古
典
の
漢
籍

系
漢
文
・
仏
典
系
漢
文
の
違
い
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
「
記
録
体
」
『
岩
波
講
座
日
本
語
1
0
　
文
体
』
、
一
九
七
七
年
九
月
)

ま
た
近
年
、
研
究
の
目
が
和
化
漠
文
資
料
内
部
に
向
け
ら
れ
、
位
相
差
・
文
体
差
な

ど
の
観
点
か
ら
、
和
化
漢
文
資
料
の
言
語
の
実
体
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
行

わ
れ
つ
つ
あ
る
。
山
本
真
吾
氏
は
、
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
副
詞
「
た
と
ひ
」

の
漢
字
表
記
に
つ
い
て
」
　
(
「
三
重
大
学
　
日
本
語
学
文
学
」
第
1
号
、
一
九
九
〇
年

六
月
)
　
に
お
い
て
、
院
政
・
鎌
倉
期
の
法
会
関
係
の
資
料
に
日
常
常
用
の
漢
字
の
使

用
基
盤
か
ら
は
ず
れ
た
用
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
起
点
と
し
て
、
『
平
安
遺
文
』
『
鎌

倉
遺
文
』
を
調
査
し
た
結
果
、
仏
家
俗
家
の
漢
字
使
用
に
位
相
上
の
差
異
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

(
2
)
本
研
究
で
は
「
表
記
主
体
」
「
社
会
的
属
性
」
「
ジ
ャ
ソ
ル
」
と
い
う
用
語
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
規
定
を
行
い
使
用
し
て
い
る
。

「
表
記
主
体
」
と
は
、
資
料
の
著
者
・
編
者
を
問
わ
ず
、
当
該
資
料
を
表
記
し
た

人
物
に
対
す
る
称
と
す
る
。

「
社
会
的
属
性
」
と
は
、
一
般
に
所
属
地
域
・
性
や
年
齢
・
穐
栄
や
階
級
な
ど
様
々

な
も
の
を
指
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
本
研
究
で
は
特
に
、
仏
家
あ
る
い
は
俗

家
と
い
う
社
会
集
団
を
指
す
称
と
す
る
。

「
ジ
ャ
ソ
ル
」
と
は
、
文
章
を
類
型
化
し
た
も
の
で
、
特
に
そ
の
表
現
内
容
に
基

づ
い
た
分
類
を
指
す
。

(
3
)
　
こ
の
分
類
は
峰
岸
明
氏
が
「
平
安
時
代
記
録
資
料
に
お
け
る
疑
問
助
字
の
用
法
に

つ
い
て
ー
「
歎
」
字
の
用
法
を
中
心
に
-
」
(
『
国
語
学
』
第
七
一
免
、
l
九
七
四
年

一
二
月
)
　
に
お
い
て
行
っ
た
も
の
を
参
考
に
し
た
。

(
4
)
続
群
書
類
従
本
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
蜂
岸
明
氏
の
調
査
(
注
(
3
)
　
論
文
)
　
に
よ

れ
は
、
『
後
拾
退
往
生
伝
』
に
「
耶
」
が
一
例
存
す
る
由
で
あ
る
。

(
5
)
　
築
島
裕
「
高
山
寺
本
古
往
来
の
文
献
学
的
研
究
」
　
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊

『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所
収
、
昭
和
五
二
年
、
東
京
大
学
出
版
会
)
及
び
、

植
垣
節
也
「
高
野
山
西
南
院
蔵
『
和
泉
往
来
』
　
の
原
作
者
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
訓
点
語

と
訓
点
資
料
』
第
二
四
輪
、
一
九
六
二
年
一
二
月
)

(
6
)
注
(
5
)
簗
島
裕
氏
論
文

(
7
)
　
注
(
5
)
　
椎
垣
節
也
氏
論
文

(
8
)
仏
典
注
釈
書
二
位
に
つ
い
て
は
、
典
籍
の
引
用
を
除
い
た
部
分
を
対
象
と
し
た
。

ま
た
『
袋
草
子
』
本
文
は
、
漢
字
・
片
仮
名
・
平
仮
名
表
記
が
混
在
し
て
お
り
、
純

粋
な
漢
字
文
と
は
認
め
難
い
。
し
か
し
、
片
仮
名
・
平
仮
名
が
和
歌
の
表
記
に
集
中

し
て
い
る
点
、
記
述
部
分
は
一
部
仮
名
を
交
え
る
も
の
の
全
体
と
し
て
和
化
漢
文
的

要
素
が
濃
い
漢
文
体
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
調
査
に
供
す
る
こ
と
と
し
た
。

(
9
)
　
「
解
題
・
説
話
文
学
一
〇
〇
選
」
小
島
孝
之
氏
解
説
(
別
冊
国
文
学
『
今
昔
物
語

集
宇
治
拾
遺
物
語
必
携
』
一
九
八
八
年
一
月
)

(
1
0
)
分
類
は
、
奥
田
勲
「
高
山
寺
本
古
往
来
を
め
ぐ
っ
て
-
そ
の
世
界
と
作
者
に
関
す

る
試
論
-
」
　
に
よ
っ
た
。

(
1
1
)
表
白
文
に
つ
い
て
は
「
平
安
時
代
も
夙
い
頃
に
は
博
士
の
人
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
入
ノ
で
あ
る
が
、
後
半
期
に
入
る
と
僧
侶
が
自
ら
筆
を
執
る
こ

と
が
次
第
に
多
く
な
っ
た
。
」
(
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
、
高
山
寺
資
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料
蟄
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
所
収
、
一
九
七
七
年
)
　
と
の
指
摘

が
あ
る
。

(
1
2
)
白
藤
礼
幸
「
上
代
漢
字
文
疑
問
助
字
考
」
　
(
『
国
語
学
』
第
六
十
八
韓
、
一
九
六
七

年
三
月
)

(
1
3
)
注
(
1
1
)
白
藤
氏
論
文
。

(
1
4
)
白
藤
氏
が
、
『
成
唯
識
論
』
・
躍
什
訳
『
法
華
経
』
・
『
金
剛
般
若
経
』
で
行
っ
た

調
査
で
は
、
疑
問
文
に
お
け
る
助
字
は
「
都
」
　
が
主
と
認
め
ら
れ
る
由
で
あ
る
。
ま

た
、
外
典
で
あ
る
『
論
語
』
『
文
選
』
で
は
「
耶
」
字
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。

【
調
査
テ
キ
ス
ト
]

○
注
好
選
(
『
古
代
説
話
集
注
好
選
(
原
本
影
印
井
釈
文
〉
』
東
京
美
術
)
○
水
冨
紗

(
『
醍
醐
寺
蔵
水
雷
妙
』
古
典
保
存
会
)
○
大
日
本
国
法
華
経
験
記
(
日
本
思
想
大

系
『
往
生
伝
法
華
駿
記
』
岩
波
書
店
)
○
採
要
法
花
験
記
昌
醍
醐
寺
歳
採
要
法
花

験
記
』
武
蔵
野
書
院
)
○
続
本
朝
往
生
伝
(
『
平
安
朝
往
生
伝
集
』
雷
陵
部
)
○
日

本
往
生
棲
楽
記
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
二
二
外
往
生
記
・
本
朝
新
修
往
生

伝
・
高
野
山
往
生
伝
(
日
太
思
想
大
系
『
往
生
伝
法
華
験
記
』
岩
波
書
店
)
○
雲
州

往
来
(
『
雲
州
往
来
享
榎
本
研
究
と
総
索
引
本
文
研
究
篇
』
和
泉
書
院
)
○
東
山
往

来
(
『
日
本
教
科
書
大
系
往
来
桐
』
第
一
巻
古
往
来
(
〓
講
談
社
)
○
御
堂
関
自

記
(
『
陽
明
文
璋
蔵
本
御
堂
関
白
記
自
筆
本
総
索
引
』
(
〓
汲
古
書
院
)
○
水
左
記
・

永
昌
記
(
増
補
史
料
大
成
『
水
左
記
永
昌
記
』
臨
川
書
店
)
○
後
二
條
師
通
記

(
『
大
日
本
古
記
録
』
岩
波
書
店
)
○
高
山
寺
本
古
往
来
(
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二

冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
東
京
大
学
出
版
会
)
○
和
泉
往
来
(
京
郡
大
学

国
語
国
文
資
料
叢
書
二
十
八
『
和
泉
往
来
　
高
野
山
西
南
院
蔵
』
臨
川
事
店
)
○
平

安
遺
文
所
収
書
状
(
『
平
安
遺
文
』
東
京
堂
出
版
)
○
高
山
寺
本
表
白
集
(
高
山
寺

資
料
叢
書
第
二
冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
　
表
白
集
』
東
京
大
学
出
版
会
)
○
本
朝
文

集
所
収
表
白
文
(
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
三
十
巻
『
本
朝
文
集
』
吉
川
弘
文
館
)
○

大
任
要
義
妙
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
経
疏
部
一
四
、
講
談
社
)
○
大
毘
慮
渡
邪
径

住
心
妙
(
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
経
疏
部
一
四
、
講
談
社
)
○
袋
草
紙
(
新
日
本
古

典
文
学
大
系
二
九
『
袋
草
紙
』
岩
波
書
店
)

*
用
例
の
引
用
に
際
し
て
、
読
点
を
私
に
補
な
っ
た
所
が
あ
る
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
国
語
学
会
平
成
九
年
度
春
期
大
会
(
平
成
九
年
五
月
二
十
五
日
、
於

大
阪
市
立
大
学
)
　
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席

上
ま
た
は
そ
の
他
の
機
会
に
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
貴
恵
な
御
意
見
・
御
助
言

を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。




